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広域拠点として駅周辺

に商業業務地が形成さ

れている 

防災性の向上や快適

な住環境の形成に取

り組んでいる 

 

主要な商業・業務地としての土

地利用を誘導している 

大庄西中学校跡地 

活用の検討が必要 

放置自転車の撤去や駐

輪マナーの意識啓発に

取り組んでいる 

 

 

放置自転車の撤去や駐

輪マナーの意識啓発に

取り組んでいる 

・放置自転車の撤去や駐

輪マナーの意識啓発に

取り組んでいる 

 

 

築地地区では土地区画整

理事業と地区計画により

住工分離を図っている 

・交通容量不足によ

り慢性的な渋滞が

発生している 

・尼崎伊丹線と五合

橋線が接続されて

いない 

計画幅員が未確保である 

阪神バス浜田車庫は公共交

通としての主要な役割を担
っている 

・公園、駅前広場、駐車場を一体的

に整備している 

・花と緑の情報発信をしている 

 

子どもたちが遊びな

がら学ぶ場を提供し

ている 

遮音壁の設置など自動車公

害対策に取り組んでいる 

・緑地や護岸を整備してい

る 

・ポンプによる流れの創出

などの水質浄化対策を行

っている 

寺社が集まる寺町や近代建築が

並ぶ城内地区は歴史的景観を備

えている 

 

中央・三和・出屋敷地区 

今福・杭瀬寺島地区 

中央公園 

琴浦通り 

沿道の緑化や歩道の

整備を行っている 

緑地や護岸の整備を

行っている 

緑地や護岸の整備を

行っている 

大火災時の延焼防止、避

難路の機能確保を推進し

ている 

防災機能の確保が必要
である 

築地地区 
・地域の拠点となってい

る 

・放置自転車の撤去や駐

輪マナーの意識啓発に

取り組んでいる 
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大庄西中学校跡地の土地

活用方策を検討する 

・広域型商業・業務地として、

新たな商業・業務機能の集

積を促進する 

・放置自転車対策に取り組む 

 

・魅力ある広域的商業・業務地

の形成に努める 

・にぎわいと活気の中にも商業

施設相互の調和の取れた、秩

序とセンスある景観を形成す

る 

沿道建築物等の高度利用

と不燃化を促進する 

・引き続き環境対策を促進する 

・沿道に建築される共同住宅等

の遮音性能の確保を図る 

・周辺建物の不燃化を促進する

など、防災機能の向上を図る 

 

沿道建築物等の不燃化を

促進する 

 

早期整備を図る 

早期整備を進める 

阪神バス浜田車庫の

機能維持を図る 

中央公園パークセンターの特

徴を活かした活用に努め、花

と緑のまちづくりを推進する 

特徴を活かした活用に努

め、花と緑のまちづくり

を推進する 

公園整備に取り組

む 

・良好な水辺空間として

保全する 

・干潟の創出などにより

自然環境の保全・創出

を促進する 

・河床掘削や低水護岸な

どの洪水対策を促進

する 

市民が憩う親水空間

の創出などを図る 

・広域型商業・業務地として、新たな商

業・業務機能の集積を促進する 

・市の玄関口としてふさわしい風格とに

ぎわいのあるまちなみ景観を形成する 

・放置自転車対策に取り組む 

 

歴史的景観の保全と活用を図る 

 

道路空間の確保や建物の耐震・不燃化

の促進を図り、防災機能の向上を図る 

 

必要な防災機能の強化に努

める 

尼崎伊丹線と五合橋線との接続

を検討する 

 

放置自転車対策に取り組む 

 

放置自転車対策に取り組む 

 

今福・杭瀬寺島地区 

築地地区 
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・活性化を先導する拠点として

の土地利用を図っている 

・水と緑に調和した景観の誘導

に取り組んでいる 

初島地区で操業環境保全の取組

を実施している 

工業専用地域に指定する以

前から一団の住宅地が存在

している 

工業専用地域に指定する以前か

ら一団の住宅地が存在している 

 

・公有水面埋立事業が進められており、新

たな土地利用が進展している 

・メガソーラーの導入が予定されている 

高潮・津波対策として防潮

堤・閘門などの海岸保全施

設の機能強化が必要である 
水と緑豊かな自然環境の

創出に取り組んでいる 

国際物流ターミナルとし

て耐震強化岸壁を整備し

ている 

工場のセットバック緑化に取り

組んでいる 

東西方向の道路ネットワー

ク機能が不十分である 

計画幅員が未確保である 

内陸部との連携が不十分である 

既存道路の幅員が不十分

である 

尼ロック 

臨海西部拠点地区 
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・「環境創造の森」の導入を進

める 

・多様な機能を備えた複合的な

土地利用の導入を図る 

・秩序ある都市環境の形成、親

水空間の整備を進める 

・自然環境との共生に配慮した

空間形成に努める 

・地区の特性に応じた都市美誘

導を図る 

良好な操業環境の維

持・保全を図る 

住環境と操業環境相互への

配慮を前提に、既存住宅の建

替えを許容する 

住環境と操業環境相互への

配慮を前提に、既存住宅の建

替えを許容する 

 

五合橋線と尼崎伊丹線との

接続を検討する 
 
 

拡幅整備を図る 
 
 

臨港線の五合橋線までの

延伸を検討する 

早期整備を進める 

「環境創造の森」の導入を進

める 

市民に開放された親水空間の

ネットワーク形成を促進する 

・「環境創造の森」の導入を進

める 

・自然生態保全育成の森やス

ポーツ･レクリエーション

の場を形成する 
 

高潮や津波などの水害に備えて必要

な機能強化を促進する 

メガソーラーを導入し、再

生可能エネルギーの利用

を促進する 
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